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１．はじめに

年に特別支援教育が制度化されて以降、北海道内の小学校の児童数は、 年間に ％前後の割合で

減少している。その結果、 年度の児童数は 人で、 年度から 人減少し、 年度の

児童数と比較すると ％の水準となっている。また、 年度における小学校の学級数は、 年度の

学級から減少して 学級となっており、 年度の学級数と比較すると ％の水準となって

いる。さらに、 年度における中学校の生徒数は 人で、 年度から ， 人減少して、

年度の生徒数と比較すると ％の水準となっており、小学校と同じような減少傾向がみられる。ちなみに、

中学校の学級数は、 年度の 学級から、 年度は、 学級に減少しており、 年度の学級

数と比較すると ％の水準となっている。

年 月に北海道教育委員会（以下：道教委）から公表された「通常の学級に在籍する特別な教育的支

援を必要とする児童生徒等に関する調査」（以下：調査）の結果によると、各学校の校内委員会で特別な教育

的支援が必要な児童・生徒は、小学校では ％、中学校では ％在籍していることが明らかとなった。ち

なみに、本調査は、北海道内の公立幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校を対

象として、平成 年 月～ 月にかけて実施された。

また、特別支援学級に関しては、表１にあるように小・中学校ともに「知的障害」及び「自閉症・情緒障

害」の特別支援学級に在籍する児童生徒が増加の一途をたどっている。

表 特別支援学級在籍者数の変化【北海道学校一覧より抜粋】
知的障害（小） 自閉症・情緒障害（小） 知的障害（中） 自閉症・情緒障害（中）

年度

年度

増加率 ％ ％ ％ ％

小・中学校のこのような状況を踏まえると、校内全体で特別支援学級の在籍する児童生徒に対する支援体

制を構築していくためには、特別支援教育コーディネーターの果たす役割は重要なものとなっている。そこ

で、調査から特別支援教育コーディネーターの現状を見てみると、以下のようなことを指摘することができ

る。各学校においては、特別支援教育コーディネーターとして配置されている人数が 名というところが最

も多く、学校全体の ％を占めている。また、特別支援教育コーディネーターの経験年数を見てみると、

年未満の者が全体の ％を占めており、最も多い。そして、研修受講回数について見てみると、受講回

数が２回以下の者が最も多く、全体の ％を占めている。さらに、特別支援学校教諭免許状を保有してい

る者の割合は、全体の ％にとどまっている。

また、上川北部地域 市町村（名寄市、士別市、和寒町、剣淵町、下川町、美深町、音威子府村、中川町、

幌加内町）には、 の小・中学校が設置されているが、図 と図 にあるように、名寄市と士別市の小・中

−111−












	ｐ111
	ｐ112
	ｐ113
	ｐ114
	ｐ115
	ｐ116.pdf

